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　りぶ・らぶ・あにまるず第２回神戸アニマルケア国際
会議 2012 が、ここ神戸の地で再び開催されますことを
心よりお祝い申し上げますとともに、全国各地からお集
まりの皆様を歓迎いたします。
　さて、昨年３月に発生した東日本大震災は未曾有の被
害をもたらしました。この震災に対し、神戸市は阪神・
淡路大震災の経験と教訓を被災地の復旧・復興に役立て
たいとの思いから被災地支援に取り組んでまいりました。
今後とも、阪神・淡路大震災を経験し復興を成し遂げた
神戸だからこそできる被災地へ心をつなぐ支援を続けて
いきたいと考えています。
　阪神・淡路大震災では、ペットや飼い主を救援すべく
獣医師会や動物愛護団体が中心となり「兵庫県南部地震
動物救援本部」を立ち上げ自らの被災も顧みず動物救護
活動を展開されました。また全国からボランティアの方々
の並々ならぬ献身的な協力や多くの方々からの暖かい支援

によって、多くの動物たちが救われ多くの被災者が励ま
されました。この「人と人」「人と動物」の絆は、神戸市
動物管理センターとボランティアグループとの協働によ
る犬の譲渡事業においても引き継がれています。
　現在、本市は、環境省が掲げた指針を元に犬猫の殺処分
数の更なる削減と犬猫の適正飼育に関する普及啓発の推進
により人と動物が共生できるまちづくりに努めています。
それだけに「東日本大震災の経験」や「動物の健康管理」
などの議論を深められ、人も動物もともに健康で幸せに居
られることを目指す国際会議がここ神戸で開催されること
は大変意義深いことであり、その情報を世界に広く発信さ
れることを期待しています。
　最後に、本会議の開催にご尽力されました関係者の方々
に深く敬意を表しますとともに、本会議のご成功と皆様方
のご健勝とご活躍を心よりお祈りいたします。

「りぶ ･らぶ ･あにまるず 第２回神戸アニマルケア国際会議2012」抄録巻頭挨拶

神戸市長・矢田  立郎


